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はじめに
「授業に関するアンケート」は、個々の授業改善を第一の目的として実施され

ているが、全体を俯瞰することにより、全学的な傾向や各学科の特徴を見ること
ができ、それによってカリキュラムの妥当性を確認したり、FDの方向性を見いだ
すことができると考えている。
今回2022年度秋学期は、近年落ち続けてきた授業アンケートの回答率を上げる

べく回答率向上キャンペーンを実施した。その結果を含む７項目について、総評
を述べる。

※アンケートの方法
• 原則として全科目で実施
• 授業第13,14,15週目での実施（2022.7/11～8/5）
• 「第14回目の授業開始時」の実施を推奨して教員に依頼
• マナビーを用いたオンライン形式
• アンケートの質問項目と回答方法は本報告末の付録１に記載



総評
今期授業アンケートの総評のまとめとして以下の7点を挙げる。

また、各項目の詳細について次ページ以降に述べる。

(1) 授業アンケート回答率の低下に歯止め、しかし 59.2%
(2)授業アンケート国際教養学科、食物科学専攻の回答率が高い
(3) 全学総評価平均はまずまず良好
(4) 「教職に関する科目」が高評価
(5) 学科では国際教養学科、英語英文学科が高評価
(6) 全学的に授業で向上した力(DWCLA10)は思考力
(7) 国際教養学科、教職科目で複数のDWCLA10が向上



(1) 回答率の低下に歯止め、しかし 59.2%
• 今期回答率… 59.2%
• 目標とした 75% には届かなかったものの、
オンライン化以降の減少には歯止めがかかり、
オンライン化以降で、2番目の回答率。

• アンケート回答キャンペーン（以下）に一定
の効果があったと思われる
①第14週目の授業の冒頭で実施する「アン
ケート実施の標準モデル」を提示推奨
②専任教員には第14週目に毎朝、実施依頼
のメールを送付
③嘱託講師に対しては、アンケートの実施
を促す「依頼文書」を第13週目に配布

• 75%（オンライン化初回）を目標とした対策
を引き続き検討、実施する。

(％)

オンラインアンケート（マナビー）用紙配布
(2022年度春：のべ履修者数60,164, 回答数35,625)

授業アンケート回答率の推移

85.4 82.7 86.1
80.6 85.0 

96.0 

75.7

58.3 58.9
53.2 51.4

41.9

59.2

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100



(2) 国際教養学科、食物科学専攻の回答率が高い

平均
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• 国際教養学科 82.8%、
食物科学専攻 77.2％の回答率

• 外国語、スポーツ科目が 70%超

• 授業形態により、実施が難しい場合
があるかもしれない。これらについ
て調査を行いたい。

• 基本的には、第14回の授業冒頭に5-
10分程度の時間をいただき、「いま
回答」するように声をかけていただ
くことを引き続き教員に依頼したい。



(3) 全学総評価平均はまずまず良好
• 全体俯瞰では、ほとんどの質問で平均評価４
を超えてており、総括としてはまずまず良好
な結果と思われる。

• 特に、授業に対する満足度を問うQ9、そし
て到達目標を達成できたと思うかを問うQ15、
の評価が学科を問わず良好である点、評価し
てよいと思われる。

• なお、低評価に見えるQ10は、自学習時間を
問うもので、別途度数分布データ（掲載な
し）によると、選択肢1(30分未満)が40%程
度、選択肢2(30分-1時間未満)が25%という
回答だった。

全学評価平均
（各質問項目は付録1参照）

満足度（上）、達成度（下）
学科別平均



(4) 「教職に関する科目」が高評価
• 「教職に関する科目」が満遍なく評価が高
かった。ほとんどすべての質問項目でトップ
評価であった。
（前回（2021年度秋）のアンケート総評で
は、学科比較のみ行ったが、今回、科目区分
も含め比較を行った）

→担当する教員の努力と工夫に敬意を表
したい。また、向上した力の項目でも述べた
通り、学生の授業対するモチベーションが高
いことも一つの理由かとも考えられ、それら
教員と学生の意欲の相乗効果にて、高評価が
得られているのではないかと考える。

教職に関する科目集計結果
（各質問項目は付録1参照）



(5) 国際教養学科、英語英文学科が高評価
• 学科のみでの比較では、前回に続いての
国際教養学科に加え、英語英文学科の評
価が全体的に高かった。英語英文学科は
５つの質問項目でトップポイントを得た。

• ２学科に共通してトップポイントの項目
は以下の４項目であった。
シラバスとの合致度、授業理解度確認、
フィードバック、関連分野学習意欲

→授業理解度を確認しながら丁寧にフィー
ドバックを行っている教員の姿勢がうかが
われる。

(左）国際教養学科科目 （右）英語英文学科
集計結果（質問項目は付録1参照）



(6) 授業で向上した力(DWCLA10)は思考力
(全学平均）

• 授業で伸びたと感じる力は、
思考力(62.1%が選択)が最も多く、次いで
分析力(41.6%)であった。

→分析と思考は基礎として必要な力で、多くの
授業の範疇でもあるためだろう。

• 残りの項目についてはいずれも30%を下回って
いる。

→それぞれの授業に特徴があるため、必ずし
も全体平均が高くある必要はないが、プレゼン
テーション力、自己管理力などは、様々な授業で
対象とすることが可能とも考えられるため、評価
を上げる工夫もできるのではないかと思われる。

授業によって向上が感じられた力（DWCLA10）(％）
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(7) 国際教養学科、教職科目で
複数のDWCLA10が向上

DWCLA10 選択率が最も高い学科科目
分析力 国際教養学科科目
思考力 国際教養学科科目
創造力 メディア創造学科科目
プレゼンテーション力 国際教養学科科目
コミュニケーション力 スポーツ・健康
リーダーシップ 教職科目
思いやる力 看護学科科目
変化対応力 教職科目
自己管理力 国際教養学科科目
自己実現力 教職科目

• 国際教養学科科目が分析力、思考力など、
教職科目が、変化対応力、自己実現力など
各4項目でトップ評価。
→教職科目で多くの力が向上したと感じている

学生が多い。実習も含まれ、また目標が明確であ
ることもその理由かもしれない。
学科という区分では国際教養学科が前回に引き

続き高評価を獲得している。

• 創造力は、メディア創造学科、
プレゼンテーション力は、国際教養学科、
思いやる力は、看護学科、
変化対応力は、教職科目、が高選択率。
→各学科の特色を表した評価結果と見える。各

学科の強みを維持し、さらに伸ばす努力を期待し
たい。

力が向上したと感じた受講生が最も多い科目区分



おわりに
2022年度秋学期の授業に関するアンケートの総評として、7項

目を挙げ、その内容を述べさせて頂いた。
アンケートのWeb化より3年間落ち続けていた回答率を回復さ

せることが、今回の大きな目標だったが、なんとか減少に歯止め
をかけることができた（59.2%）。アンケート結果の信頼性を担
保するためにも、回収率75%の目標を目指して引き続き対策を
うっていく所存である。
今回の総評においても、全学的な傾向と、学科の傾向がある程

度読み取れる。各教員が個別の結果に基づいて授業改善を行って
いただくことはもちろんだが、学科というまとまりでも、振り返
りの機会において本総評を参考にしていただけたらと考えている。



Q1 授業内容はシラバスに合っていましたか。
Q2 受講生の理解度を確かめながら授業が進められていましたか。
Q3 授業レベルは自分に合っていましたか。
Q4 教員からの一方向的な授業ではなく、教員と受講生又は受講生同士の双方向性に工夫がされていましたか。
Q5 提出物に対するフィードバック（採点、添削、マナビーでのコメント、チェック後の返却など）は効果的に行われていましたか。
Q6 言葉による説明だけではなく、受講生の理解を促進する工夫がなされていましたか。
Q7 自主学習を促す工夫がなされていましたか。
Q8 工夫してほしいと思ったことを選んでください（複数選択可、なしも可）。

1.分かりやすいパワーポイントや板書 2.聞き取りやすい話し方 3.教科書や配布資料の活用 4.マナビーの活用 5.トラブルへの対応
Q9 この授業は全体として満足できる内容でしたか。
Q10 この授業の予習、復習、自主学習（授業時間90分を除く）に１週当たり平均どれくらい時間をかけましたか。
Q11 あなたはこの授業に関して積極的に意見を述べたり質問をしたりしましたか。
Q12 あなたはこの授業の分野又は関連分野の学習を更に深めたいですか。

Q13
あなたがこの授業を履修した理由は何ですか（複数選択可）。
1.授業内容に興味・関心があった 2.授業方法に興味・関心があった 3.成績評価方法・基準に興味・関心があった 4.先輩や友人等
の勧め 5.卒業又は免許・資格の取得に必要だから

Q14 到達目標を達成しやすいように指導がなされていましたか。
Q15 あなたは到達目標を達成できたと思いますか。

Q16
DWCLA10の内、この授業の履修を通してその獲得や向上に役立ったと感じられるものをすべて選んでください（複数選択可、なし
も可）。＊15番と16番は１つの質問として回答してください。 1.分析力 2.思考力 3.創造力 4.プレゼンテーション力 5.コミュ
ニケーション力

Q17 （16番続き）DWCLA10のうち、この授業の履修を通してその獲得や向上に役立ったと感じられるものをすべて選んでください（複
数選択可、なしも可） 1.リーダーシップ 2.思いやる力 3.変化対応力 4.自己管理力 5.自己実現力

Q18 ※遠隔で授業が行われた場合のみ回答してください。
遠隔での授業は滞りなく行われましたか。

Q19 任意項目
Q20 自由記述欄（上記回答の理由など、特記事項があれば記入してください。）

付録1：アンケート項目 と回答基準(次ページ)



Q14



付録2：学科および科目区分の略称
略称 学科および科目区分

Ｏ 音楽学科科目
ＭＳ/Ｊ メディア創造学科/情報メディア学科科目
Ｋ 国際教養学科科目
ＧＳ 社会システム学科科目
ＧＫ 現代こども学科科目
Ｙ 医療薬学科科目
ＫＧ 看護学科科目
Ｅ 英語英文学科科目
Ｎ 日本語日本文学科科目
Ｌ 人間生活学科科目
Ｓ 食物栄養科学科食物科学専攻科目
ＳＫ 食物栄養科学科管理栄養士専攻科目
共通 共通学芸科目
キ・同 キリスト教・同志社関係科目
外国 外国語科目
スポ・健 スポーツ・健康科目
教職 教職科目
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